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本資料は、ミシガン大学社会調査研究所（Institute for Social research, University of 

Michigan ）が毎年公表している米国の中等学校生徒を対象とした薬物使用とその関連要因

に関する全国調査報告書の 2024 年度版  MONITORING THE FUTURE  National Survey 

Results on Drug Use, 1975-2023: Overview and Detailed Results for Secondary School 

Students を日本語に翻訳したものである。 

全ページの記載にしたがって、非営利目的で勝野＊ の責任で翻訳した。翻訳は原典に忠

実に行った。 

    ＊勝野眞吾 JYHL 理事長 

 （岐阜薬科大学・兵庫教育大学名誉教授） 

 

   

 

           （注）表の細部、注釈および参考文献の表記は英文のままである。 
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第 1 章 

はじめに 

物質（薬物）使用は、予防が可能な疾病罹患と死亡の主な原因である；例えば世界の 17

の高所得国のうち、米国において、物質（薬物）使用は国民の 50 歳までの死亡要因として

最も蓋然性の高いものである 1,2,3。また、物質（薬物）使用は、家庭内暴力、より一般的に

は暴力、犯罪行為、自殺などを含む多くの社会問題の重要な原因となっている。そして、

通常、物質（薬物）使用は青年期に開始されるという特性がある。これらの事実は、我々

は物質（薬物）使用の問題に継続的に注意払うべきであることを示している。  

Monitoring the Future(MTF)は、米国の青少年と成人における物質（薬物）使用に、こ

のような観点から注視することを目的としている。MTF は、ミシガン大学社会調査研究所

の教授チームによって開始され、実施されている研究者主導の研究である。1975 年の発足

以来、MTF は、米国国立衛生研究所(NIH)の 1 つである国立薬物乱用研究所(National 

Institute on Drug Abuse)から、一連の査定済みの競争的研究助成金の下で継続的に資金提

供を受けてきた。ここで報告する 2023 年の調査は、高校 12 年生を対象としては、第 49 回

目の米国全国調査であり、8 年生と 10 年生を対象としては第 33 回目になる米国全国調査

(1991 年に調査に追加された)にあたる。  

MTF には、米国の青少年と成人の両方を対象とした継続的な全国調査が含まれている。

この調査は、違法薬物、アルコール、たばこの使用、医師の指示のない精神療法薬の使用

などの、重要でありながらしばしば表に出でない問題行動へ視野を国民に提供するもので

ある。50 年近くにわたり、MTF は、青少年と成人におけるこれらの問題の変化をより明

確に把握すること、これらの問題のいくつかを推し進める動的要因についてより良く理解

すること、そしてその結果をより良く理解することに貢献してきた。また、この分野の政

策立案者、政府機関、公衆衛生専門家、非政府組織(NGO)に、介入のための実践的なアプ

ローチを提供してきた。  

1960 年代に米国の若者の間で違法薬物使用が蔓延した。それ以来、アルコールやたばこ

だけでなく、ほぼすべての種類の違法薬物の使用に劇的な変化が起こった。特に重要なの

は、以下で詳しく説明するように、新しい形態のアルコール飲料やニコチン製品とともに、

多くの新しい違法薬物が出現したことである。調査期間中に出現した物質（薬物）の中に

は、電子たばこ、水たばこ喫煙、合成マリファナ、筋力強化のために服用された薬物など、

新しい種類の薬物がある。また、気化器や電子たばこなど、薬物を服用するための新しい

デバイスや方法が、物質（薬物）を新しい組み合わせで使用するための新しい方法を提供

している。残念なことに、非常に多くの物質（薬物）が盛んに使用されている状況が続く

ので、何年にもわたってリストに追加された新しい物質（薬物）の数は、削除された数を

大幅に上回っている。これらの多くの変化を通じて、物質使用（薬物乱用）は青少年期の

間およびその後の生涯の疾病罹患と死亡の最大かつ最も予防可能な原因の 1 つとなってい

る。それにより米国における若者の薬物使用は、親、教育者、医療専門家、法執行機関、



および政策立案者にとっての大きな懸念事項であり続けている。  

MTF の年次モノグラフシリーズは、MTF の疫学的知見を広めるための重要な手段であ

る。このモノグラフに加えて、このシリーズには、大学生と大学に通っていない若年成人

の両方を含む、19 歳から 60 歳までの米国の成人の薬物経験率とその傾向を示す個別の年

次モノグラフ(今年の夏に出版予定)、若年成人の HIV のリスクと防御行動に関する情報を

提示する追加の定期的なモノグラフを含んでいる。プレスリリースを含むすべての MTF の

出版物は、www.monitoringthefuture.org のプロジェクトウェブサイトで入手できる。  

 

対象となる内容・領域  

本モノグラフに含まれる 2 つの主要なトピックは、(a)米国の 8 年生、10 年生、12 年生

の中等学校の生徒における合法、違法を問わない非常に多くの物質（薬物）の使用経験率

と使用頻度、および(b)これらの学年の生徒による物質（薬物）使用の歴史的傾向である。

これらの集団は重要な人口統計サブグループとして、性別、大学進学の計画、国内地域、

人口密度、親の教育レベル、および人種/民族に基づいて区別されている。MTF は、個人

の薬物使用に関する主要な態度と信念が、使用傾向の重要な決定要因であること、特に、

さまざまな薬物についての薬物使用が危険であるという認識と、薬物使用に対する拒否的

態度（不承認）が重要であることを実証した。従って、MTF では、これらの要因を、社会

環境における特定の関連側面、特に各薬物の入手可能性の認識、薬物の使用に関する仲

間・友人の規範、および仲間・友人の薬物使用に対する生徒の認識などの要因とともに、

時間の経過とともに追跡している。薬物の初回使用の学年、薬物使用の継続有無、低学年

での使用傾向(回顧報告＝ふりかえり報告に基づく)、および薬物使用の重症度（薬物多量

使用・高頻度使用）に関するデータもこのモノグラフに含まれている。  

 

薬物の種類  

初めに MTF では、薬物使用と健康に関する全国調査 National Survey of Drug Use and 

Health; NSDUH(以前は薬物乱用の全国世帯調査 National Household Survey of Drug 

Abuse;と呼ばれていた)に基づく一連の出版物との比較可能性を高めるために、11 種類の

薬物に分けて調査した: 具体的には、大麻・マリファナ(ハシシを含む)、吸入剤（有機溶

剤・シンナー）、幻覚剤、コカイン、ヘロイン、ヘロイン以外のあへん系薬物 (天然および

合成の両方)、アンフェタミン類（覚醒剤 Amphetamine-type Stimulants; ATS）、鎮静剤、 

精神安定剤、アルコール、たばこである。その他の薬物；PCP と LSD(どちらも幻覚剤)、

バ ル ビ ツ ー ル 酸 塩 と メ タ カ ロ ン(ど ち ら も 鎮 静 剤)、 メ タ ン フ ェ タ ミ ン （ 覚 醒 剤 

Amphetamine-type Stimulants; ATS）、クリスタルメタンフェタミン(「ICE」)、クラック、

クラック以外のコカインなど、より一般的なカテゴリー内の薬物のサブクラスについては、

別々の統計値を示してある。  

この調査研究を開始して以来、MTF の質問票には多くのカテゴリーの物質（薬物）が追



加された。これらの追加物質（薬物）については、対象とした 3 つの学年のすべてではな

いが、多くのケースで調査を行っている。薬物使用率が極めて低いため、調査対象から外

した物質（薬物）は比較的少ない。調査対象に追加あるいは除外した物質（薬物）は、表

1-1 のとおりであり、年度別、対象学級別に順次示した。  

何年にもわたった調査の中で多くの物質（薬物）が追加されたことは、この米国の薬物

問題のダイナミックで多面的な性質を示している。時間が経ち、新しい傾向が進展するに

つれて、追加の薬物が調査研究の対象に追加された。一方、時には、使用経験率レベルが

極めて低下した物質（薬物） ；バスソルト、「そっくりな」偽アンフェタミン、Kreteks、

Bidis、PCP、Provigil など)は削除した。このように使用される薬物の種類が急速に変化し

ていることを考えると、立法者、規制当局、科学者、現場の開業医、親、教育者に、新し

い薬物が若年層にどの程度浸透しているか、そして若者のどのサブグループが最も薬物に

対して脆弱であるかについて、迅速に情報を収集し、報告することが重要である。  

このモノグラフで報告されている情報の多くは、規制薬物の違法使用を扱うものである。

主な例外は、アルコール、電子たばこ、紙巻きたばこ、その他のたばこ製品、吸入剤（有

機溶剤・シンナー）、処方箋によらない覚醒剤（医師の指示のない）、ADHD の治療のため

に処方箋で適切に服用された医薬品、クレアチン、咳止め薬、風邪薬、サルビアなどであ

る。精神療法薬の医療目的外の使用に関する質問では、回答者には医師の指示による使用

を除外するよう補足説明を付けている。  

この調査では、調査対象である中等学校生徒に対して、これまでのさまざまな薬物使用

経験の割合に加えて、高頻度での薬物使用にも注意を向けるようにしている。これは、薬

物関与の大きさまたは程度のレベルを区別するために行ったものである。どのレベル、あ

るいはどの使用パターンが薬物誤用とするかについて、科学的または公的なコンセンサス

はないが、より高いレベルの薬物使用は、薬物を使用する個人や社会に有害な影響を与え

る可能性が高いというコンセンサスはある。MTF では、回答者に、各種類の薬物使用によ

って経験する高揚感の持続時間と強度について尋ねることによって、各薬物の機会ごとの

使用量の影響に関しての間接的な尺度としている。これらの項目については、第 7 章で詳

述するように、長年にわたっていくつかの興味深い傾向が示されている。  

 

態度、信念、および早期の経験  

個別のセクションまたは章全体は、多くの合法および違法薬物に関連する以下の問題に 

ついてまとめてある。  

●薬物をはじめて使用した学年。  

●薬物使用の継続。  

●特定の薬物に関する回答者自身の態度と信念。  

●薬物使用によって得られた高揚感の程度と期間。  

●薬物の入手可能性についての認識。  



●さまざまな薬物の使用に関連する社会環境における他者の態度や行動の認識。  

これらの変数のいくつかは、第 8 章で詳細に説明するように、薬物使用の変化を説明す

る上で非常に重要であることが証明されているものである。  

 

市販薬 

このモノグラフは、咳止め薬を含む非処方箋覚醒剤の使用傾向と、アナボリックステロ

イド、アンドロステンジオン(アンドロ)、クレアチンなどの筋肉増強作用のあるパフォー

マンス向上物質（薬物）も含めている。  

 

毎日の大麻・マリファナ使用の生涯累積 

MTF では、毎日またはほぼ毎日のレベルでの大麻・マリファナ使用の生涯の累積（対象

者の年齢に至るまでの、これまでの累積）に関して一連の質問を行い、それのよって大

麻・マリファナ使用の傾向を分析している。これらの質問は、何年にもわたって日常的に

大麻・マリファナを使用してきた個人のより完全な歴史を明らかにするために追加された

ものである。この項目に関する調査結果から、大麻・マリファナの高頻度使用者に関する

いくつかの重要な事実を明らかになった。  

 

特定の酒類の利用動向  

12 年生については、ビール、酒、ワイン、フレーバーアルコール飲料など、幅広い物質

（薬物）について調査した。これらの各種物質（薬物）の結果については、第 4 章と第 5

章に記されている。また、人口統計学的サブグループにおけるアルコール使用の傾向や、

特定の種類のアルコール飲料についての使用傾向は別途報告している 4。  

 

処方薬の供給源  

MTF では、医師の監督なしで行った処方による精神療法薬使用の傾向についても記録し

ている。第 4 章と第 5 章には、2008 年以降、非医療目的で精神療法薬を使用した 12 年生

の割合（生涯経験、年経験、月経験）について調査した推定値も含まれている。鎮静剤や

ヘロイン以外のあへん系麻薬の使用についての推定値は、１２年生に限っている。これは、

低学年の生徒ではこれらの物質（薬物）使用に関する回答に懸念があるからである（これ

らの薬物に関して理解できる発達段階にない）。  

 

その他の MTF 出版物の概要  

第 10 章には、過去 1 年間に制作された他の MTF 出版物(ジャーナル記事、章、不定期

論文など)の簡単な概要が含まれている。全文の参照先は提示されており、その多くは

MTF のウェブサイトで入手可能である。  

 



付録  

付録 A では、MTF 調査の欠席者や中退者が MTF の結果に影響を与えるかどうか、影響す

る場合はどの程度影響するかという問題を扱っている。付録 A は、大麻・マリファナ、コ

カイン、違法薬物の使用、たばこ、アルコールについて、対象集団から欠落したセグメン

トを考慮して調整された薬物使用経験率とその傾向の推定値を掲載した。 

  

付録 B には、調査分析に供した人口統計サブグループの定義を示した。 

 

付録 C には、次の５つ薬物についてのみ、12 年生の傾向をした：LSD 以外の幻覚剤、 

アンフェタミン、精神安定剤、ヘロイン以外のあへん系麻薬、鎮静剤。これらの表は、経

時的な年経験率のレベルを示し、これらの薬物の組み合わせが何年にもわたってどのよう

に変化したかを示している。  

 

付録 D には、1991 年以降の 3 つの学年を組み合わせた集団における薬物使用の傾向と、

最も新しいピークレベル以降の各薬物経験率の絶対的減少と比例的減少を示した。このよ

うな表は、一読で傾向を読み取るのに役立つ。ただ、3 学年を組み合わせると、コホート

効果のエビデンスなど、学年固有の推定値から得られる意味のある詳細な情報の多くが失

われる。  

2017 年とそれより以前には、このモノグラフの付録 C では、点推定値の信頼区間を計算

するために複雑なサンプルデザインを考慮する方法と、時間の経過に伴う変化またはサブ

グループ間の差の有意性を検定する統計量を計算する方法に関する情報を報告した。しか

し、この内容は、National Addiction and HIV Data Archive Program(国家嗜癖・HIV デー

タアーカイブプログラム)に MTF の保護されたリモートポータルが開設されたことで不要

になり、研究者は MTF の重み付けとクラスタリング変数を使用してそのような統計を直

接計算できるようになった (データの機密性を保護するための署名入りの誓約書を含む申

請プロセスを完了した後)。関心のある読者は、以前のモノグラフの付録 C を参照して、設

計効果とその計算上の影響が物質（薬物）によってどのように異なるかについての情報を

得てほしい。これらは、各年度報告書ウェブサイト:www.monitoringthefuture.org の「結果」

部分に表示してある。  

 

 

 

 

 

 

 



本研究の目的と根拠  

おそらく、物質（薬物）の誤用の問題ほど、体系的な研究とその成果を報告する作業が

明らかに適しており、それが必要とされる社会問題はないであろう。物質（薬物）使用行

動は、公衆の目から隠されていることが多く、急速かつ頻繁に変化する可能性があり、国

民の幸福にとって極めて重要問題である。現在のオピオイド危機や、我々が薬物の蔓延・

流行として報告した 1970 年代の青少年の喫煙と違法薬物使用の増加、その 1990 年代にお

ける再燃の際に行われた多くの立法および対策プログラムによる介入は、これらの物質

（薬物）使用行動を対象としたものである。  

若者はさまざまな社会変革の最前線に立つことが多く、これは特に薬物使用に当てはま

る。MTF は、1990 年代初頭の薬物の流行の再発は、その始まりの時点では、ほぼ例外な

く青少年の間で起こったことを記録している。20 代の青少年と成人は、違法薬物使用のリ

スクが最も高い年齢層に分類される。さらに、思春期に始まった使用は、成人期まで続く

ことがある。これは、我々が、多くの物質（薬物）について報告したコホート効果(および

それらに関するいくつかの個人の態度や信念)に示されている。1960 年代の違法薬物使用

の蔓延・流行は、全米の大学キャンパスで始まり、その後、より若い年齢層に広がった。

これとは対照的に、1990 年代の再発期では、まず物質（薬物）使用の流行は若い中学生の

間で現れ、その後、これらのコホートが成熟するにつれてより高い年齢層に広がった。  

MTF の目的の 1 つは、これらの重要な変化が展開される際、それについての正確な解説

を作成することである。米国の若者の薬物使用問題の基本的な規模と輪郭を正確に把握す

ることは、この問題に関する情報に基づいた公開討論と政策立案の前提条件である。信頼

できる薬物経験率についてのデータがない場合、大きな誤解が生じ、対策資源が誤って配

分される可能性がある。信頼できるトレンドデータがない場合、新たな問題の早期発見と

特定はより困難になり、社会的対応はより遅れる。例えば、MTF は、1990 年代初頭に米

国の青少年の喫煙が急激に増加していたことを示す初期の証拠を提供した。これは、たば

こ問題に関して、たばこ産業と州の間の和解に導く、いくつかの非常に重要な政策の計画

立案・実施を促し、支援するのに役立った。MTF はまた、エクスタシー（MDMA）使用

とコカイン使用の急激な増加とその後の減少を記録、解説し、過去の他の多くの薬物と同

様に、これらの変化においてその薬物使用に関するリスクの認識（perceived risk）が重要

な役割を果たしたことを明らかにした。この調査研究はさらに、1990 年代後半の青少年の

間でのステロイドとアンドロステンジオンの使用増加に注意すべきであることを指摘した

が、これはそれ等の薬物に関する立法および規制措置につながった。また、ヘロイン以外

のあへん系麻薬(特に特定の処方箋鎮痛薬)の使用が増加していることを明らかにし、ホワ

イトハウスの国家麻薬管理政策局が、その使用を減らすことを目的とした政策の計画・実

施することを促した。最近では、MTF は電子たばこに関する重要な情報源となっており、

MTF の結果は、たばことメントールを除くすべてのフレーバーの電子たばこカートリッジ

を禁止する FDA の最近の規制において引用されている。問題の早期発見と特定を可能にす



るだけでなく、有効なトレンドデータを解析することにより、主要な歴史的出来事や政策

により導かれた影響についての評価の確度を高める。  

ＭＴＦでは、対象集団サブグループ間に見られる差異を正確に経験的比較することによ

って、いくつかの重要な点ついて従来の常識に挑んできた。サブグループ間の差異だけで

なく、サブグループ間の差異の動的な変化についても記録し、サブグループの特徴を正確

に示したことは、MTF の重要な科学的貢献である。例えば、喫煙における劇的な人種的/

民族的差異は、1975 年に MTF 調査が始まった時点にはほとんど見られなかったものであ

る。さらに、黒人学生は白人学生よりも違法薬物を使用しているという誤った情報に基づ

く仮定は、調査開始以来確認されておらず、黒人学生の物質（薬物）使用レベルはほとん

どの調査年で低い。ただ、近年になって、多くの物質（薬物）の全体的な使用が減少し、

人種間の違いが少なくなっているため、これらの差は縮小している。  

また、MTF は、薬物使用で観察された歴史的変化を説明するのに役立つ、薬物に関する

仲間の規範、薬物の危険性に関する信念、入手可能性の認識など、多くの要因をモニター

している。これらの要因を継続観察することで、薬物使用を減らすことを目的とした国の

取り組みにおける中心的な政策課題、すなわち、薬物使用の減少と増加に関連する需要と

供給の相対的な重要性の検討を可能にした 5。我々のグループは、これらの因子の多くを指

標として、物質（薬物）使用の流行に見られる上昇と減少を解析し、需要サイド要因の重

要性を強調する薬物流行の一般理論を提唱した 6 。 

物質（薬物）経験率を正確に評価し、その原因の解析の正しさを検証することに加えて、

青少年と成人を統合して行う MTF 調査研究には、それ以外の多くの重要な研究目的もあ

る（これに関しては MTF の他の出版物に示す）。これらには、(a)COVID-19 パンデミッ

クなどの歴史的出来事が集団レベルの物質（薬物）使用に与える影響を評価すること、 

(b) 薬物誤用のさまざまな短期的および長期的パターンを示すリスクが最も高いのはどの

若年者集団かについての判断の手助けをすること、(c) 薬物使用のさまざまなパターンに

関連するライフスタイルと価値観の方向性をよりよく理解し、サブグループの違いが時間

の経過とともにどのように変化するかを監視すること、(d) 薬物の使用および誤用に関連

する社会環境の直接的かつより一般的な側面を明らかにすること、(e) 社会環境(例えば、

兵役への入隊、民間雇用、大学、就労、失業)または社会的役割(例えば、婚約、結婚、妊

娠、親子関係、離婚、再婚)における主要な変化が、薬物使用の変化にどのように影響する

かを明らかにすること、(f) 青少年期初期から成人期中期および成人期後期までの種々の薬

物使用行動のライフコースの軌跡および併存疾患を明らかにし、年齢効果をコホートおよ

び期間効果と区別して示すこと、 (g) 大麻・マリファナの合法化の影響、1998 年のたばこ

基本和解協定の長期的影響、およびたばこ 21 条法が様々な種類の物質（薬物）使用に及ぼ

す影響を明らかにすること、 (h) 種々の薬物の使用によって起こりうる帰結を検討するこ

と、(i) 教育の成功または失敗と物質（薬物）使用との関連を調べること、(j) 若者の間で

の「薬物使用」と言う用語の意味合いの変化と、複数の薬物使用のパターンの変化を明ら



かにすること７、などがある。これらのトピックのいずれかについての出版物に関心のあ

る読者は、www.monitoringthefuture.org MTF のウェブサイトを見てほしい。  

さまざまな物質（薬物）の使用における年齢、期間、およびコホート効果の区別は、

MTF の特に重要な貢献である。これには MTF 研究のコホート継続研究デザインが特に適

したものである。  

MTF ではまた、2004 年からは HIV 感染拡大の要因についても報告している。これらの

要因には、性的パートナーの数、性的パートナーの性別、コンドームの使用、静脈注射に

よる薬物使用、注射針を共用使用した薬物使用、違法薬物とより一般的なアルコールの使

用（飲酒）、および HIV 検査の受診の有無などが含まれる。合法薬物および違法薬物の使

用に関する上記の研究目的のほとんどは、これらの HIV 感染拡大に非常に重要な個人の行

動に関連しても対処することができるものである。我々は、高校を卒業した 19 歳から 30

歳までの若年成人の一般集団における HIV 関連行動の経験率とその傾向を測定し、報告す

ることに重点を置いている。また、これらのさまざまなリスクと保護行動がどの程度相関

しているかについても測定している。 

長年にわたる MTF の取り組みは、物質（薬物）使用と関連するリスク行動の疫学と病

因の両方をカバーするものである。MTF は、同じ大規模研究のなかでの両方の取り組み

（薬物と HIV）を含め、歴史的および個人の発達的時間にわたって測定の一貫性を保つこ

とにより、物質（薬物）使用の歴史的傾向、および青少年期から成人期までの物質（薬物）

使用およびその他のリスク行動の発達傾向と考えられる原因、相関関係、および結果につ

いて、科学的に信頼できる米国の全国代表推定値を提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 Case, A. & Deaton, A. (2015). Rising morbidity and mortality in midlife among white 

non-Hispanic Americans in the 21st century. Proceedings of the National Academy of 

Sciences, 112(49), 15078-15083.  

2 Murphy, S. L., Xu, J., Kochanek, K. D., & Arias, E. S. (2020). Mortality in the United 

States, 2020. NCHS Data Brief, no 395. Hyattsville, MD: National Center for Health 

Statistics.  

3 Esser, M. B., Leung, G., Sherk, A., Bohm, M. K., Liu, Y. Lu, H., & Naimi, T. S. (2022). 

Estimated deaths attributable to excessive alcohol use among US adults aged 20 to 64 

years, 2015 to 2019. JAMA Network Open, 5(11), e2239485. 

4 Johnston, L. D., Miech, R. A., O'Malley, P. M., Bachman, J. G., Schulenberg, J. E., & 

Patrick, M. E. (2022). Demographic subgroup trends among adolescents in the use of 

various licit and illicit drugs 1975-2021 (Monitoring the Future Occasional Paper No. 97). 

Ann Arbor, MI: Institute for Social Research, University of Michigan. 

5 Other major studies have adopted many of these measures including the National Survey 

on Drug Use and Health (NSDUH) and the European school surveys of substance use in 

nearly forty European countries (ESPAD), which is largely modeled after Monitoring the 

Future.  

6 See Johnston, L. D. (1991). Toward a theory of drug epidemics. In R. L. Donohew, H. 

Sypher, & W. Bukoski (Eds.), Persuasive communication and drug abuse prevention (pp. 

93–132). Hillsdale, NJ: Lawrence Erlbaum.  

7 For an elaboration and discussion of the full range of MTF research objectives in the 

domain of substance use, see Johnston, L. D., O'Malley, P. M., Schulenberg, J. E., 

Bachman, J. G., Miech, R. A., & Patrick, M. E. (2016). The objectives and theoretical 

foundation of the Monitoring the Future Study (Monitoring the Future Occasional Paper 

No. 84). Ann Arbor, MI: Institute for Social Research, University of Michigan. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１－１ 

８、１０，１２年生の薬物使用経験に関して 

質問紙に追加した薬物と削除した薬物 

 

 追加した年 追加した学年 削除した年 削除した学年 



 

表１－１ 

８、１０，１２年生の薬物使用経験に関して 

質問紙に追加した薬物と削除した薬物（続き） 

 

 追加した年 
追加した学年 

表１－１ 

８、１０，１２年生の薬物使用経験に関して 

質問紙に追加した薬物と削除した薬物 

 

 削除した年 削除した学年 
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